










ヘ リウム液化機 の思 い出
＼キ 動 碕 謬
"ガンガンガン"凄 まじい騒音である
。い くら呼 びかけても作業員はこちらを振 り向いて くれない。
ここは東京の国分寺にある日立製作所中央研究所のヘ リウム液化機のある建屋 である。私はフォ トル ミ
ネセンス測定用のガラスデュァを運び込んで、液体ヘ リウムを汲 んでもらうために きている。やっと作
業員は耳栓をはず して、 こちらを見てニコッと笑い、液体ヘ リウムを汲むための準備にかかった。この
時、はじめて私は液体ヘ リウムに出会ったのだった。以来、、30年間以上低温でのフォ トル ミネセンスの
実験 にかかってきたことになる。液体ヘリウムを直接 ガラスデュアに汲 んで もらうことはほとんどなく、
通常は大 きな液体ヘ リウム容器 に汲 んで もらい、あ とは自分でガラスデュアに移すのが普通だった。
低温の実験 とは外ヵ・らみるのと違 ってなかなか大変なものだった。液体ヘ リウムを汲むのも、 トラン
スファチューブが詰った り、デュアの面が曇 った り、試料が落ちた りで気の休 まることがなかった。 し
か し、私の回 りには優秀な実験者がいていろいろア ドバイスを して くれたので非常に助かった。特 に中
途採用 の人達は他の研究所でやっている様 々なノウハ ウを教えて くれた。 どうしたら回 りの液体窒素の
中の泡を除 くことがで きるか(こ れは光学測定では雑音 となるので重要なことであ る)、試料 を取 りは
ず しが簡単で落 とさない方法 とか、 こういったことは学会等では直接 きけない。・皆、いろいろ苦労 して
独 自の方法 をあみ出している。どれだけ良いノウハ ウを知っているかで実験の効率 は決まるように思 え
た。
当時、日立製作所中央研究所で は、送電用の超伝導線 を開発するためのプロジェク トが はしっていた。
そのため、液体ヘリウムは大量 にあ り、好 きな時にい くらでも使えた。 ところが、 このプロジェク トが
工場 に移 って しまった後は、大量の消費者がいな くなったので、ヘ リウム液化機は動かなくなった。仕
方な く、外部が買 うことになった。もう好 きな時にい くらで も使えるとい うことはな くなった。買った
らな くな らないうちに使 わないといけない し、お金がないと買 えないとい うことになった。当時(30年
以上前)で も基礎研究 には風当た りが強 く、なか なかお金がなかった。私は半導体 レーザの研究開発 グ
ループに属 していて、.国から補助金が出ていて比較的お金の面では楽だった。(他の仕事で低温のフォ
トルミネセンス測定 どころでは.なか つたが)
液化機がな くなる と、、液体ヘ リウムを使 う研究者はだんだんと少 なくなっていった。我々の年代以降
の日立中研の研究者で液体ヘリウムを使 って実験 をした人達はほとんどいないのではないか と思 う。そ
れにともない半導体の基礎的な研究 をする研究者の数 も急速に減っていった。今か ら思うとヘ リウム液
化機は半導体g)基礎研究ゐシンボルだっためか もしれなp・ρ大阪大学に赴任 してきで 液花機 をみた時
はなんとも云えず なつか しかった。
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